
鯉
鯨

叢論
灘鰐

叢
號 六 箏 巻 五 十 夢
行 腰 日 一・月 二 十 年 一 十 正 大

…
輪
柵

一叢

痴

罐

欝

㌔

殊
累
進
.就
..

マ

ル

ク

ス
氏
の
集

産

主

義

の
貴

行

難

を
論
ず
・

蕪

樫
鰐
鞭
展
概
論

…

資

料

.

…
中
央
市
場
論
弁
に
食
料
品
配
給
費
研
究

・

…

説

苑

…
リ
ス
ト
と
歴
史
派
経
済
學

[
鰍
・
都
市
・
地
方
黙

婚
姻
・統
計
的
観
察

　

雑

録

…
塾

崔

な
る
馨

の

一
例

原

田
學
・士

課

ボ

ー

リ

ュ
i
経

済

墨
・原

論

債

絡

指
数

に
就

て

・

附
録
…

本
誌
第
十
五
巻
総
目
録

洗
革
博
士

法
學
博
士

法
學
博
士

法
學
樽
士

法

學

士

イ乍 ∫目トロ・「海 兎可」

田 部 島 田 戸

荘 静 錦 嗣 正

一 治 治 郎 雄

法
學
博
士

戸

田

海

市

法

學

士

山

口

正

太

郎

経
済
躍
士

岡

崎

丈

規

渋
墨
博
士

輝
濟
學
士

法

學

出

汐 小 河

見鎗
三 太

郎 頁ll肇

ゴ

9
.



L一一

く

煉

田

法

學

士

課

『
ボ

ー

リ

ユ

ー

経

済

學

原

論

」

小

川

輻

太

郎

一
、
最
近
我
国
に
於
て
歌
米
の
有
名
な
る
縄
濟
學
書

一
の
麟
諜
刊
行

せ
ら
れ
た
る
も
の
は
眞

に
尠

し

ご

せ

な

一
い
、
然

し
其
多
く
は
英
米
搦

の
諸
国
の
も
の
で
あ

っ
て

佛
蘭
西
の
も
の
は
殆
ん
ご
な
く
僅

か
に

一
二
あ
る
に
過

・



ぎ
な

い
の
で
私
は
遺
憾

に
思

っ
て
居

た
。

ε
こ
ろ
が
此
.

度
、
敷

年
前

迄
生
存

し
て
居

っ
た
所

の
、
佛

國

の
有

名
.

な

る
財

敬
経
濟

學
者

ボ

ー
ル
、
ル

ロ
ア
・ボ

ー
リ

ユ
ー
氏

、

,
の
縄
濟

學
原
論

(噂
話
2
し。
匙
国
[oロ
o
巨
o
勺
2
凶匡
ρ
話
.

が

原
田
渋
墨
土

に
依

っ
て
醗
鐸
刊
行

せ
ら

れ

た

の

で

み

る
。
原
著
は
最
近
十
九
版
を

出
し

て
居

る
程

で
、
多

く

讀

ま

れ
て
居
り
、
其
第

二
版

は
曾

っ
て
我
国

に
捨
て

も

宮
古
啓
三
郎
氏

に
依

っ
て
醗

諜
刊
行

せ
ら

れ
た

も
の

で

コ

あ

る
が
、
此
度

、
原

出
域
が
鐸

さ
れ
た

の
は
其
改

訂

版

た

る
第
十
四
版

で
あ
る
。

二
、
扱

て
私

は
取
敢

へ
す

繹
書
を
繙

い
て
見

把
が

、

は

っ
き
b

せ
な

い
所

が
あ

っ
た
の
で
、
原
著

を
出

し

て

較

べ
て
見
た

の
で
あ

る
が
、
其
結

果
私

の
感

じ
た
亭

を

述

べ
さ
せ
て
貰

ふ

ε
一
大
鴨
左

の
如

く
で
あ

る
。

第

一
に
、
諜
者
は
其
例
言

に
於

て

「唯
統
計
材
料
の
陳
腐
な
り
ε
思
に
ゐ
＼
転
の
及
び
第
二
部
第
七
章
、

第
三
部
第
四
章
、
第
国
都
第

}
草
、
第
三
章
、
第
五
部
第

】
、二
、
三
章

各
車
末
尾
の
附
録
等
常
時
の
統
計
存
基
礎
ε
し
て
説
明
ぜ
み
も
の
ぱ
省

略
し
た
り
」

ご
述
.
べ
て
る
ら

れ
る
が
、
之

等

の
部
分
は

何
れ
も
第

十

三
版

に
於

て
増
補

せ
ら

れ
た
も

の
で
、
統
計
材
料

を
基

雑

録

原
田
法
學
士
詳
『
ボ
ー

リ
ュ
ー
輕
済

學
原
論
』

礎

ε
し
陀
も
の
詐
り

で
は
な

く
、
〔
例

へ
ば
原
書

三
百

八

十
五
頁

)
假

令

そ
ヶ

い
ふ
も
の
が
多

く
み

る
ε
も

、
之

等

は
新

し
き
材
料

に
依
り
近
時

の
諸
種
.の
経
済
上

の
状

.

勢

に
就

て
述

べ
た
も

の
で
あ
る
か
ら

し
て
、
之
等

を
省

い
て
は
、
假

令

、
宮
古
氏

の
蕾

澤
み

る
事
を
知
ら

れ
な

か

っ
た

に
せ
よ
、
藤
【版

ε
何
等

内
容

に
於

て
憂

り
な

い

事

ε
な

る
。
之

れ
私

の
凝
憾

ε
す

る

一
つ
で
あ

る
。

術
文

章

の

}
節
～

、
の
中

に
、
少

し
も
句
讃

黙
が
付

け
て
な

い
爲
、
原
著

ε
樹
照

し

て
讀

む

に
非

れ
ば
、
何

の

庭

で
切

れ
る
の
か
羽
ら

な

い
所

も
あ

る
。

三
、
次

に
課
丈

に
就

て

い
ふ
ご
、
誤
植

ε
看
做

す

べ

き
も

の
は
別

こ
し
て
、

ち

む

『
国

告

「
0
9
こ

口

氏
①

迂

℃
「
o
穿

一6
且
o
昌

(
生

産

の

管

理

)

な

資

本

の

管

の

ヘ

ロ

し

お

セ

も

り

理

・
企

業

の

管

理

怨

企

業
者

の
管

理

・
∩
ロ
℃
詳
覧

圏
島
。
⇒

祉
資
.本

-

し
　

の

}、「o
愛

n
牙

ま

(
生
産

力
)
な
生

産
.
姫

産

が
豊

富

、・㌔な

り

:
:

ε
す

べ

し

へ

の

き

な
資

本

が
豊
富

ご
な

り

:

:
と
な
っ

て
居

り

、

「
豫

算

の
議

決

は
會

計
年

度

の
始

ま

ろ
前

に
な

さ

る
＼
も

の
な

れ
ば
」
こり

す
べ
き
加
「誤
算
.議
決
椹
匡
會
計
年
度
前
に
な
さ
ろ
嵐
も
の
な
れ
ば
」

こ
な

っ
て
み
る
が
加
㎝き
始

り
に
不
注
意

で
あ
る

ξ
い
ふ

事
が
出
来

る
。

叉

幽

し

も

の

組
合

(9

昭
§

二
。
邑

な
團
禮
樒

こ
し
、
自
然
的
経
潴
法
則

為
看

取
す

第
十
五
巻

(第
六
號

一
三
七
V

九
=
=

ボー 　ユー氏経済學(明治 二+四 年四月強行.同 三十 六年 一刀再 版蓬漸了東 京散楽証)

例 へば二頁第九行、 廿二頁第'し行
課 書 目次 及飛虫:襟題 の.第一部第七草:4)諜 誉 目次 及び本文 標題の第 一部第 六軍群書四九頁十

二行6)諜 書 目吹 放本文 標題 の第一部 弟三章

諜者三匹}ノ、頁第一ヒ行 、原聖守防「二μ巧頁第一ヒそ了
課書四頁の始 、原著 五頁の始

)
)
)
.̀
)

1

2

5

5

7

8

'

.



,

雑

録

原
田
法
華
士
諜
『
ボ
ー
リ

ュ
ー
経
済
學
原
論
』

ろ

に

:

・
・
(
巴

、。
げ
ゆ
省
く
監

。
コ

曾

田
　
。
ポ

臥
8

・
9

ユ

書

留

嵜

§

①
二
Φ
㎝
)

エ

コ

も

し

あ

ロ

エ

ヘ

ヘ

モ
コ
セ

へ

あ

む

芝
す

べ

き

所

々

自

然

経

済

の

方

則

な

避

守

す

る

に

:

-
・
、

ぞ
L
ぜ

ら

れ

て

、

ゐ

為
。

又

一、雪

o
回雪

鼠

駐

日

Φ

(
仙

國

大

車

盆

前

の

政

礁

)

な

単

に

奮

ヒ

も

も

へ

う

り

制
度

ご
澤
さ
れ
し
薦
め
、
其
時
代
の
勢
働
組
合
の
事
が
蕉
制
度
の
結
合

ご

な

っ

て

み

る

。

四

、

最

後

に
或

は

原

文

の
意

味

を

誤

b

、

或

は

著

者

の

意

見

に

反

し

た

る
如

き

犀

交

の

あ

る

の

は

最

も

遺

憾

で

あ

る

。

其
.
一
例

を

塞

げ

て
見

る

ε

原

著

の

結

論

に

於

て

、

ボ

ー

リ

ユ

ー

が

其

自

由

主

義

的

な

思

想

を

明

に

し

て

、

次

の

如

く

述

べ

て

み

る
所

が

あ

る

。
(原
著
四
三
九
頁
)

<
〇
三
〇
貫

m
三
く
婁

二
〇
㎝
8
コ
∩
Φ
℃
ま

島

器
三

目
雪
目

①
。・
匹
Φ

一、置
目
噂

ヨ
酔
p】み
∋
巴

虐

o
㎝
餌
巴

、髪

『
ρ

㎝自

警
ぎ

①
3

∩
曾
[①
o
「αq
目

一塁
ま

コ

コ
讐
∈
.①
濠

=
ゴ
ω
p
三
門
①
o
品
p
三
岡
二
8

四
三
m
甑
皿
一①
①
[
胃
σ
篤
「巴
目
ρ

0
10
鴇

のゴ

σq
曾
犀

剛
鷲
9
国
詰
「
号
胆
嚢
μ莫

舜

骨
u・
のo
に
津
旨

8
・・

壁
宍

のO
ユ
爪
鼠
罰.

之

を

諜

書

で

見

る

ε

次

の

如

く

鐸

さ

れ

て

居

る

。

一
方
に
於
て
一1
精
御
酌

の
観
念

に
よ
り
他
方

ド
於
て
ば
数
理
的
観
念

匹

從

ひ
・
、
の
自
然
的
組
織
に
代
ゆ

ろ
に
人
爲
的
専
断
的
組
織
奄
以

て
ぜ
ん

へ

に

し

し

マ

も

も

も

や

た

も

も

も

も

セ

も

　

し

も

り

し

う

ち

ε
す
る
ば
一肛
會

に
針
す

ろ
害
亜
山
ミ
苦
痛

ご
に
佛

へ
ん
が
爲
め
の
考
案
に

ち

り

も

へ

外
な
ら
す
。

〔課
書

三
五
八
頁
第
三
行
)

此

所

は

私

の

解

す

る

所

に

從

へ
ば

次

の

如

く

に

な

る

。

【
方
に
於
て
は
感
情
的
な
る
、
他
方
に
於

て
は
数
理
的
な

ろ
考

へ
に
依

第
十
五
巻

(第
⊥ハ
號

=
二
八
)
.
九
三
二

ザ
、
、
此
自
然
的
組
織

に
代
ふ
ろ
に
、
他

の
人
爲
的

に
し
て
専
断
的
な
ろ

組
織

か
以
て
ぜ
ん
ぐ」
す
ろ
ば
、
之

れ
、
害
悪

と
苦
痛

ざ̀
々
、
肚
會

に
設

け
.俄

へ
ん

ご
工
夫
す

る
も

の
で
あ
ろ
。

か

く

解

せ

な

け

れ

ば

著

者

の
意

思

に

反

す

る

事

ε

な

る

の

は

、

前

後

の

關

係

を

見

て

も

判

る

事

で

あ

っ
て

、

次

の

一
旬

も

同

様

で

あ

る

。

一、田
陽
c
行
「
卑

冥
o
[台
2
,
8
呂
.0
5
9
0
.巴
[Φ
【只
Φ
げ

肩
o
葺
一節
畝

簿

哩
ゴ
野
凶置
の
9

(原
著
四
四
〇
.真
勇
七
行
)

此

の

一
旬

が

課

書

で

は

「
所

有

権

及

び

粗

糖

を

魯

重

し

う

も

も

も

ロ

ヨ

　

　コ

マ

へ

ち

モ

ヨ

し

う

ト

ほ

り

へ

之

を

害

す

る

も

の

に

謝

し

て

は

保

護

を

與

ふ

べ
く

…

…

.

…

」

(課
書
三
五
入
貢
第
+
三
行
)

ε

せ

ら

れ

て

る

る
。

爾

、

ボ

ー

ソ

ユ

ー

が

古

・代

の
肚

會

に

於

け

る
交

換

の

媒

介

物

に

就

て

記

し

て

み

る
所

を

左

の

如

く

鐸

さ

れ

て

る

る
。

希
臘
及

び
羅
轟

の
初
期
に
於
て
牛
革
な
貨
幣

ざ
し

て
使
用

ゼ
し

が
こ
ば

あ

る
國

に
於

て
見
ろ
市
町
村
共
有
土
地
例

へ
ば

ス
ウ
イ

ス
の
ア
ル
プ
地

も

ヤ

コロ

も

も

も

セ

ロ

や

し

方

F
存
す
ろ
が
如
き
共
同
牧
場
あ
り
て
此
に
総
て
の
人
集

71
來

り
あ
ろ

貨
物

な
ば
共
同
牧
人
の
指
揮
に
エ
リ
戦
場
に
送
致
し
牧
養
し
て
得
た
ろ

牛
羊

ぐ」
変
換
し
た
う
も
の
な
り

ミ
説
明

ぜ

ら

ゐ
。

(澤
書

】
八
九
頁
第

五
行
以
下
)

右

の
課
交
交

を
讀
む
時

は

お
か
し
く
も

感

じ

な

い

が

、
原
文

の
意

味

ε
は
大

分
異

っ
て
み

る
ε
思

ふ
。
印

書 一 六 一 頁 、原 著 一 八 二頁 、 一 八三 頁D

.



9

ち

原

文

は

左

の

如

く

で

あ

る

。

O
コ

"
①
弓

=
』
鼠

9
φ

m一、
缶
旨

い
一①
。・

鷲

ω
豆

Φ
「の

δ
ヨ
下面

～
①

一p

O
袖
8

Φ
斤
匙
①

匁
o
ヨ
9

0
　

需

給
「<
巴
[
』
コ
ユ

ユ
o
『
o
Φ
口
砕

q

二
Φ

ヨ
。
ロ
δ
話

℃
o
ロ
「

巳
o
目

肱
ρ

∩
げ
ハρ

ρ
彊
.巴
o
ヨ

臣

鴇

襲

聾

号

㎝

言

言

品

窃

∩。
≡

旨

β

8

ヨ
目

窪

・首

玉

ぎ

=
醗

〔
。
ヨ
∋
当

p
霞

自
国
ゴ
切
∩
9

巴
謡

膨

誘
'
　6
　四
日
ヨ
①
再

餌
巴
閉

δ
㊨

〉
ζ
①
切
切
二
霧

¢
♂

o
二

5
二
斤

プ
o
日
ヨ

①

ρ
三

野

≠
p
=
σ。
Φ巴
[

戸ト器

ヨ

覧
【渉
陶
ロ
畠
凶㎝Φ

〔…
Φ汀
o
量

器

8

嘗

。

量

目

。
玉
書

2

塁

げ
。
2

「

唱

巽

四
澤

rD
暑

3

①
「㍉

o
口
m
『

8

孟

=
固冨

穿

冨

冨

8

∋
∋
⊆
コ
も

・
津
掃

〔
Φ

一)o
①
三

〇
匡

∩
①
日
o
耳
o
=
.
(原

著

二

一
入
貢

下

よ
り

七
行

上
)

有
拙

澤

『希

一鳳
及

び
羅

馬

の
初

期

に
於

て

、
か
く

の
如

く

、

人

々
が
牛

及

び
半

々
貸

瞥

・
し
て
用

ひ
た

の
ー-

、
今
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